
複合施設の
図書館・（仮称）未来館の概要

－いきいきと生きる日々、すてきな時間を過ごす
ことができるサードプレイスを目指して－

いい日々、いい時間。

サードプレイスとは・・
家「第１の場所」と職場・学校「第２の場
所」との間にある「第３の場所」。

コンセプト

※画像はイメージであり、今後変更になる可能性があります。



複合施設の概要
計画地 ：厚木市中町一丁目717番地ほか
敷地面積：約12,800㎡

建築面積：約5,700㎡
延床面積：約47,800㎡
高 さ：約43ｍ
階 数：地下1階、地上９階
構 造：鉄骨造、免震構造

図書館・（仮称）未来館の概要

複合施設の機能

市庁舎、消防本部、国県の行政機関、図書館、（仮称）未来館

庁舎機能（市庁舎、消防本部、国県の行政機関）と一体となった建物
に図書館や（仮称）未来館などを整備することにより、各機能が互いに
関係し合い、相乗効果が生まれる場となることを目指します。

２階
プラネタリウム兼多目的ホール

青少年の居場所

一般書エリア・閲覧席

４階
一般書エリア・閲覧席

静かな部屋

５階
展示室

児童書エリア・閲覧席

声の聞きやすいホール

工房・実験室

対面朗読室

１階

広場的スペース・カフェ

相談機能

予約資料コーナー（予約棚）

滞在型の施設を目指した
特色のあるエリア

図書館機能図書館・（仮称）未来館



１階 誰もが訪れやすく
交流の起点となる空間

広場的スペースの吹き抜け廻り（イメージ）

サードプレイスの玄関口として、気づきの場となるような仕
掛けやイベントを実施できる広場的スペースを設けます。また、
利用者の交流や憩いの場とするカフェを設置します。

広場的スペース・カフェ

相談機能

複合施設の各機能がそれぞれの役割を円滑に発揮できるよう、
利用者の方の様々な相談を受け、サポートを行う機能を配置し
ます。

予約した図書等を自分で借りる手続きができる予約棚と自動
貸出機を設置します。

平面図

予約資料コーナー（予約棚）□

※画像はイメージであり、今後変更になる可能性があります。
※□は図書館、⭐は （仮称）未来館のエリアを表します。

庁舎側



２階

星空を上映するだけでなく、様々な情報発信を行う場やミニコンサート
など多目的に使えるホールとしての利用もできます。

プラネタリウム兼多目的ホール（イメージ）

一般書エリア・閲覧席（イメージ）

青少年に人気の音楽やスポーツに関する本のほか、図書館に馴染みのない
利用者の方も手に取りやすい雑誌や文庫を配置します。

中高生に相当する青少年を優先
するスペースを配置します。
読書や自習はもちろん、自律的

に同世代とゆずり合い、認め合い
ながら個性豊かな人間として成長
していくための居場所、交流、活
動の場とします。

充実した時間と居場所を
創出する空間

青少年の居場所⭐

プラネタリウム兼多目的ホール ⭐

一般書エリア・閲覧席 □

※画像はイメージであり、今後変更になる可能性があります。
※□は図書館、⭐は （仮称）未来館のエリアを表します。

庁舎側

平面図



４階

一般書エリア・閲覧席（イメージ）

平面図

集中して読書や資料の閲覧ができる部屋を配置します。また、
利用目的に合わせて居場所を選ぶことができるよう、防音レベ
ルの異なる部屋とします。

知的好奇心を満たす空間

一般書エリア・閲覧席 □

静かな部屋 □

※画像はイメージであり、今後変更になる可能性があります。
※□は図書館、⭐は （仮称）未来館のエリアを表します。

幅広い分野の資料を配架し、過去の新聞記事や法律情報のデー
タベースを利用できる専用端末のほか、好みや気分で自分の居場
所を選ぶことができる多様な閲覧席を配置します。

また、日常の課題解決のため、司書による調査・相談（レファ
レンス）を拡充し、気軽なコミュニケーションを通じて最適な資
料を提供します。

庁舎側



庁舎側

オ

５階 新たな気づきや興味を
呼び起こす空間

児童書エリア・閲覧席

工房（イメージ）

展示室（イメージ）

児童書や絵本、紙芝居などを配架
します。子どもや保護者の方がゆっ
くりと居心地のよい時間を過ごすこ
とができような席を配置します。

対面朗読室

声が聞きやすいホール

目の不自由な方の対面朗読を行う部屋を設置します。

工房・実験室
アナログからデジタルまで、様々なものづくりが可能となる設備を兼ね備えた

工房と興味関心に応じて色々なことを試せる実験室を配置します。

展示室
「感性」や「記憶」を刺激する体験装置を備えた常設の展示に加え、

定期的にテーマを変えて特別展示を実施します。

□

□

□

⭐
⭐

※画像はイメージであり、今後変更になる可能性があります。
※□は図書館、⭐は （仮称）未来館のエリアを表します。

平面図
朗読や読み聞かせ（おはなし会）など、

マイクを使わずに話をする際に、声が明瞭に聞こえ、言葉の響きの美しさが
伝わるホールを設置します。


